
平成 29 年 10 月 20 日 

 

平成２８年度 学校関係者評価報告書 

 

学校法人 新潟総合学院 

新潟ビジネス専門学校 

学校関係者評価委員会 

 

学校法人 新潟総合学院 新潟ビジネス専門学校 学校関係者評価委員会は平成２８年度自己点検・自己評

価報告書の結果に基づいて学校関係者評価を実施致しましたので、下記のとおり報告致します。 

 

 

開催概要 

 

１．開催日時  平成 29 年 10 月 2 日（月） １６：００～１８：００ 

 

 ２．開催場所  新潟ビジネス専門学校 本館 ２Ｆ会議室 

 

 ３．議  事  ・本学の教育目標、教育方針の確認 

         ・平成２８年度の実績概要の報告 

         ・自己点検、評価結果について 

         ・委員からの指摘事項および質疑応答 

 

 ４．出 席 者 （学校関係者評価委員） 

    <外部委員> 

    ・Ａｒｔ税理士法人 代表社員 渡邉 信子  

・株式会社 フュージョンズ  代表取締役社長 佐藤 洋彰  

    ・株式会社 新宣  代表取締役社長 加藤 竜司  

    ・医療法人社団 阿賀歯科 阿賀町鹿瀬歯科診療所 代表 渡邉 賢一 

 

 

    <内部委員> 

    ・新潟ビジネス専門学校 副校長   長北 政和 

    ・新潟ビジネス専門学校 教務部長  遠田 孝之 

    ・新潟ビジネス専門学校 就職部長  和平 勝明 

    ・新潟ビジネス専門学校 事務局長  須藤 歩 

 



新潟ビジネス専門学校 学校関係者評価委員会における評価・指摘事項等 

 

【平成２８年度の実績概要報告について】 

 

○教育実績 

 ・毎年毎年、着実に検定合格率が向上しており、大変評価している。 

 ・数多くの全国一の実績は素晴らしく、その取り組みとノウハウを蓄積して、ぜひ継続してほしい。 

 

○就職実績 

 ・毎年、就職内定率が１００％であることは評価できる。 

 ・留学生も全員が日本への就職が実現できており、大変素晴らしい。 

 ・学内で独自の企業説明会を実施しているとのことだが、企業と学生の交流できる場の提供として 

懇談会形式の開催はどうか？また、懇談会では企業側から卒業生も参加してもらうことで、卒業 

生の活躍や卒業生のネットワークも広がるのでは？⇒就職活動が本格化する前の２月、３月に予 

定する。 

 

○退学抑止実績 

 ・退学率１．３％は教職員の普段からの個々のケアの結果であり、大変評価できる。 

 

○主な教育活動 

 ・地域との連携プロジェクトなど地域貢献、地域活性に寄与している取り組みは大変素晴らしい。 

 

 

【平成２８年度の自己評価報告書について】 

評価方法  適切･･･４ ほぼ適切･･･３ やや不適切･･･２ 不適切･･･１ 

 

○教育理念・目標 【評価：４】 

 ・全学科で企業連携実習やインターンシップなどの職業教育を実践しており、今後は実習内容や連 

携先の拡充を推進してもらいたい。 

 

○学校運営 【評価：４】 

 ・教育活動等の情報公開においては、現代のニーズに合わせ、ＳＮＳや動画での情報発信を積極的 

に行っており、さらにＳＮＳを使って個にも柔軟に対応していることは素晴らしい。一方で教職 

員の労務管理からルール作りなどの対策も検討してほしい。 

 

○教育活動 【評価：３．２５】 

・業界との連携において優れた教員の確保を引き続き推進してもらいたい。合わせてｅラーニング 



 などのＷｅｂ上の教育システムの活用も選択肢の１つとして検討してほしい。 

 

○学修成果 【評価：３．５】 

 ・退学率が昨年以上にさらに改善されており（Ｈ27 年度 1.9％→Ｈ28 年度 1.3％）、大変評価できる 

とともに、2%以下は他の教育機関と比較しても群を抜く数字であり、もっとアピールしてもよい 

と考える。 

 ・資格取得率は昨年を上回る結果が多く、毎年、傾向と分析をしっかりと行っていることがわかる。 

 ・卒業生の把握は(実績概要報告でも提案したとおり)、企業と学生を結ぶ役割として卒業生を集めた 

懇談会のような企画を提案したい。懇談会を通して、卒業生とのネットワークを構築できるとと 

もに業界ニーズの把握にもつながる。さらなる卒業生との関わりを推進してほしい。また、次年 

度創立４０周年を迎える節目でもあり、同窓会なども盛大に実施してもらいたい。 

 

○学生支援 【評価：４】 

 ・就職に関する支援体制が年々、充実されており、きめ細かな対応が評価できる。 

 ・課外活動については、卒業生も巻き込んだ取り組みをぜひ推進してほしい。にいがた総踊りな 

どの活動は卒業生と在校生のつながり作りの一環として効果的と考える。 

 

○教育環境 【評価：４】 

 ・北朝鮮等の新たな脅威に対する対策についても、学校として課題と捉えていることが評価できる。 

 

○学生の受け入れ募集 【評価：３．７５】 

 ・自己評価について意見・指摘なし 

 

○財務 【評価：４】 

 ・自己評価についての意見・指摘なし 

 

○法令遵守 【評価：４】 

 ・自己評価についての意見・指摘なし 

 

○社会貢献・地域貢献 【評価：４】 

 ・地域への活性化提言などの取り組みを卒業研究として実施しているなど、地域に愛される教育活 

動は大変素晴らしく、地域貢献として高く評価したい。 

 

 

上記、学校関係者評価委員からの指摘事項等については、所管部署において改善策を検討するとともに、

次年度の目標設定や具体的取組の改善を図り、教育の質の向上に一層の努力をすることを確認する。 

 

以 上      


